
所

報

一
九
九
O
年
一
月
か
ら
十
二
月
末
ま
で
の
期
聞
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
所
の
主
な
諸
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

付

所

員

総

会

－
第
五
十
五
固
定
例
所
員
総
会
（
一
九
九
0
・
六
・
九
、
神
田
校

舎
U
A
会
議
室
）

議
事
山
弘
田
康
生
所
員
を
議
長
に
選
出
、
間
三
輪
所
長
挨
拶
、
間

新
所
員
・
研
究
多
与
・
特
別
研
究
員
・
新
運
営
委
員
委
嘱
の
報
告
、
凶

一
九
八
九
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
｜
報

告
を
承
認
、
間
一
九
九
0
年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
実
行
予
算
案
l

原
案
通
り
京
認
決
定
、
附
恒
例
の
夏
の
合
宿
研
究
会
を
と
り
や
め
、
春

の
合
宿
研
究
会
に
カ
を
注
ぐ
こ
と
、
社
会
科
学
研
究
所
創
立
四
十
周
年

記
念
事
業
（
研
究
会
と
パ
ー
テ
ィ
｝
）
を
実
施
す
る
こ
と
1
計
画
を
承

認、

m第
五
十
四
固
定
例
所
員
総
会
で
継
続
審
議
と
さ
れ
、
一
月
三
十

日
の
運
営
委
員
会
で
改
め
て
審
議
さ
れ
た
、
ィ
、
社
研
役
職
の
選
出
方

法
、
『
年
報
』
の
縦
組
み
構
成
｜
現
行
通
り
を
確
認
、
ロ
、
『
年
報
』

の
投
稿
論
文
の

νフ
リ
l
制
導
入
、
編
集
権
確
立
l
継
続
扱
い
と
し
て

折
を
み
て
一
再
考
、
料
、
三
部
門
の
あ
り
方
l
再
度
検
討
す
る
と
さ
れ

た。
2

第
五
十
六
固
定
例
所
員
総
会
（
一
九
九
0
・
十
二
月
十
五
日
、

生
田
校
舎
図
書
館
第
二
閲
覧
室
）

議
事
川
福
島
義
和
所
員
を
議
長
に
選
出
、
凶
三
輪
所
長
挨
拶
、
間

新
所
員
・
新
運
営
委
員
委
嘱
の
報
告
、
凶
一
九
九
0
年
度
事
業
経
過
報

告
・
実
行
予
算
経
過
報
告
・
事
務
局
活
動
報
告
｜
報
告
を
承
認
、
間
一

九
九
一
年
度
事
業
計
画
案
・
要
求
予
算
案
｜
原
案
通
り
承
認
決
定
、
附

一
九
九
一
・
九
二
年
度
社
研
役
職
改
選
が
行
わ
れ
、
所
長
に
麻
島
昭
一

所
員
、
事
務
局
長
に
高
橋
祐
吉
所
員
、
会
計
監
査
に
黒
川
保
美
所
員
、

第
一
（
総
合
理
論
）
部
門
部
長
に
玉
垣
良
典
所
員
、
第
ニ
ハ
現
状
分
析
〉

部
門
部
長
に
加
藤
佑
治
所
員
、
第
三
（
歴
史
）
部
門
部
長
に
加
藤
幸
三

郎
所
員
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
、
間
的
P
C
9
8
0
1
リ
l
ス
に
関

し
て
、
制
社
研
個
人
研
究
助
成
の
増
額
に
関
し
て
、
付
特
別
研
究
員
の

研
究
体
制
に
関
し
て
、
M
H
社
研
予
算
の
培
額
に
関
し
て
、
制
学
生
へ
の

公
開
講
演
会
の
積
極
化
に
関
し
て
話
し
合
わ
れ
た
。

運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
構
成

∞ 山
一
九
九
0
年
度
の
逮
営
委
員
は
、
所
長
三
輪
芳
郎
所
員
、
事
務
局

長
泉
武
夫
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二
部
長
加
藤
佑
治
所

員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
以
上
第
五
十
二
回
総
会
で
選
出
）

の
他
に
、
経
済
学
部
長
と
し
て
八
月
三
十
一
日
ま
で
ニ
瓶
敏
所
員
、
九

月
一
日
か
ら
西
岡
幸
泰
所
員
、
松
浦
利
明
所
員
（
経
済
学
部
〉
、
橋
野
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隆
徳
所
員
（
法
学
部
）
、
青
木
弘
明
所
員
〈
商
学
部
〉
、
伊
東
洋
三
所
員

〈
経
営
学
部
）
、
土
井
正
輿
所
員
〈
文
学
部
）
の
十
一
所
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
聞
事
務
局
は
三
輪
所
長
、
泉
事
務
局
長
、
奥
村
輝

夫
所
員
、
西
村
弘
所
員
（
以
上
財
政
）
、
柴
田
弘
捷
所
員
、
野
口
旭
所

員
、
石
村
修
所
員
（
以
上
研
究
会
、
矢
吹
満
男
所
員
、
大
谷
正
所
員
、

石
塚
良
次
所
員
〈
以
上
編
集
）
、
作
間
逸
雄
所
員
、
村
上
俊
介
所
員
（
以

上
文
献
資
料
）
、
石
塚
所
員
、
村
上
所
員
（
以
上
パ
ソ
コ

y
、
兼
任
）

の
十
ニ
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

日

所
員
・
研
究
参
与
等
の
移
動

所
員
内
藤
幸
一
郎
氏
（
経
済
学
部
助
教
授
）
が
一
月
三
十
日
の
運

営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
坂
本
武
憲
（
法
学
部
教
授
〉
、
小
林
弘
和
、

小
林
和
一
（
以
上
法
学
部
助
教
授
）
の
三
氏
が
二
月
十
八
日
の
運
営
委

員
会
の
議
を
経
て
、
土
井
正
輿
氏
（
文
学
部
教
授
）
が
四
月
十
一
日
の

逮
営
委
員
会
の
議
を
経
て
、
加
康
浩
平
（
経
済
学
部
助
教
授
）
、
深
津

民
司
の
ニ
氏
（
法
学
部
講
師
）
が
四
月
二
十
七
日
の
運
営
委
員
会
の
議

を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
四
月
一
日
付
で
所
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。
堀
江
洋
文

氏
ハ
経
済
学
部
諮
問
）
が
七
月
十
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
所
員

に
委
嘱
さ
れ
た
。
上
村
逮
男
、
須
田
美
矢
子
、
平
井
俊
顕
の
三
氏
は
退

職
に
よ
り
所
員
を
解
嘱
さ
れ
た
。

研
究
怠
与
儀
我
壮
一
郎
、
回
路
健
一
両
前
所
員
が
六
月
二
日
の
運

営
委
員
会
の
議
を
経
て
研
究
参
与
に
委
嘱
さ
れ
、
平
館
利
雄
元
研
究
怠

与
が
七
月
十
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
再
度
研
究
参
与
に
委
嘱
さ

れ
た
。批

判
別
研
究
員
阿
部
壮
一
、
高
梨
健
司
ハ
以
上
専
大
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
〉
、
矢
吹
芳
洋
（
同
上
法
学
研
究
科
博
士

課
程
単
位
取
得
）
の
三
氏
が
六
月
二
日
の
運
営
委
員
会
の
議
を
緩
て
ひ

き
続
き
特
別
研
究
員
に
委
嘱
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
第
五
十
六
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
百
二

十
七
名
、
研
究
参
与
は
十
七
名
、
所
外
研
究
員
は
三
名
と
な
っ
た
。
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研
究
調
査
活
動

付
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

「
転
換
期
の
世
界
と
日
本
」

一
九
八
九
年
度
に
新
た
に
発
足
し
た
上
記
テ
！
？
の
社
研
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
は
、
二
年
自
に
入
る
本
年
度
に
お
い
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
代
表
吉
田
震
太
郎
所
員
、
事
務
局
野
口
旭
所
員
の
下
に
、
理
論
部

会
「
現
代
資
本
主
義
と
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
シ
グ
」
、
金
融
部
会
「
金

融
革
命
」
、
産
業
・
企
業
部
会
「
産
業
・
企
業
構
造
の
転
換
」
を
中
心

に
、
活
発
な
活
動
を
行
つ
で
い
る
。

一
九
九
O
年
の
研
究
活
動
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
会
議
の
開
催
〉

川
五
月
十
二
日
（
土
）
二
時
半
J
神
田
社
研

「
今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
活
動
の
見
通
し
に
つ
い
て
」



凶
六
月
二
十
三
日
（
土
）
十
時
半
J
神
田
社
研

「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
産
業
部
会
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

間
七
月
二
十
四
日
（
火
〉
九
時
半
J
神
田
社
研

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
部
会
の
成
果
報
告
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

凶
九
月
十
六
日
（
日
）
十
時
J
生
田
社
研

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
産
業
部
会
の
研
究
報
告
に
つ
い
て
」

〈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
の
開
催
〉

山
三
月
一
日
ハ
木
）

J
三
日
（
土
）
調
査
合
宿
研
究
会

三
月
一
目
上
越
市
の
の

g
R乙。
rM巾

2
2－。ロ

報
告
者
市
役
所
商
工
観
光
課
係
長
ほ
か

テ
1
7

「
上
越
市
直
江
海
地
区
の
産
業
の
展
開
」

三
月
二
日
工
場
調
査
1
直
江
津
テ
ク
ノ
セ
シ
タ

1
、
化
成
直
江

津
、
新
エ
ム
イ
l
シ
1
ア
ロ
イ
、
日
本
ス
テ
シ
レ
ス
直

江
津
製
造
所

な
お
、
と
の
調
査
は
社
研
春
季
合
宿
・
集
中
研
究
会
を
兼
ね
て
行
な

っ
た
。

間
四
月
十
七
日
（
火
）
三
時
半
J
生
回
社
研

産
業
部
会

報
告
者

テ

1
7

報

矢
吹
満
男
所
員

「
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
シ
グ
期
の
日
米
関
係
」

所

間
六
月
二
十
三
日
（
土
）

産
業
部
会

報
告
者

一
時
J
神
田
社
研

林
俸
史
氏
（
立
教
大
学
教
授
V

「
日
米
技
術
開
発
戦
略
」

山
地
憲
治
氏
（
電
力
中
央
研
究
所
）

「
日
本
の
技
術
力
」

凶
七
月
二
十
四
日
（
火
）
二
時
J
神
田
社
研

金
融
部
会

報
告
者

テ
l
マ

テ
！
？

報
告
者

テ

1
7

熊
野
剛
雄
所
員

「
は
た
し
て
日
本
は
金
融
大
国
か
」

間
十
月
三
十
日
〈
火
〉
一
時
J
神
田
社
研

産
業
部
会

報
告
者

テ
1
7

報
告
者

テ
！
？

矢
吹
満
男
所
員

ご
九
八
五
年
を
画
期
と
す
る
日
米
関
係
の
転
換
」

野
口
旭
所
員

「
国
際
貿
易
と
構
造
変
化
」

附
十
二
月
二
十
一
日
（
金
〉
一
時
J
神
田
社
研

産
業
部
会

報
告
者

テ
l
マ

報
告
者

テ
！
？

報
告
者

テ
！
？

。

溝
悶
誠
五
回
所
員

「
鉄
鋼
業
」

沖
田
健
吉
氏
（
中
国
短
期
大
学
教
授
）

「
エ
シ
ジ
ニ
ア
リ
シ
グ
産
業
」

水
川
備
所
員

「
自
動
車
工
業
」

定
例
研
究
会
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山
二
月
二
十
六
日
八
月
）
二
時
J
神
田
8
C会
議
室

〔
社
研
グ
ル
ー
プ
研
究
「
カ
シ
ト
リ
1
・
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
」

G
と
の
共
催
〕

テ
ー
マ
「
ぺ

ν
ス
ト
ロ
イ
カ
の
現
状
と
ゴ
ル
パ
チ
ー
フ
の
今

後」

報
告
者
下
斗
伸
夫
氏
（
法
政
大
学
〉

間
六
月
十
九
日
（
火
〉
四
時
半
J
生
田
社
研

テ
1
7

「
ソ
連
経
済
の
現
状
と
改
革
の
展
望
」

報
告
者

A
・
I
－
ク
ラ
ブ
ェ

l
ピ
γ
チ
氏
ハ
在
日
ソ
連
大
使
一

等
書
記
官
・
経
済
担
当
）

間
七
月
十
七
日
同
火
）
二
時
五
十
分
J
生
田
社
研

テ
1
7

「
土
地
政
策
に
お
け
る
保
有
税
の
あ
り
が
た
に
つ
い
て

ー
農
地
の
宅
地
並
課
税
を
中
心
に
」

報
告
者
森
宏
所
員

凶
十
月
三
十
日
ハ
土
）
二
時
J
神
田
校
舎
ロ
A
会
議
室

テ
1
7

「
常
行
敏
夫
著
『
市
民
革
命
前
夜
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
｜

ピ
ュ

l
pタ
ニ
ズ
ム
の
社
会
経
済
史
｜
』
ハ
岩
波
書
店
〉

を
め
ぐ
っ
て
」

報
告
者
道
重
一
郎
氏
（
立
教
女
学
院
教
諭
）

今
関
恒
夫
氏
ハ
同
志
社
大
学
教
授
）

梅
涼
順
一
氏
（
青
山
女
子
短
大
教
授
）

。
社
研
グ
ル
ー
プ
研
究
「
フ
ェ
ル
ナ
シ
H
プ
ロ
l
デ
ル
と
世
界
経

済」

G
（
常
行
敏
夫
所
員
代
表
）
と
の
共
催

間
十
一
月
十
日
（
土
〉
三
時
J
神
田
社
研

テ
ー
マ
．
「
撃
北
を
事
例
に
し
た
中
国
康
村
変
容
の
歴
史
｜
抗
日

戦
争
期
か
ら
現
在
ま
で
」

報
告
者
競
宏
逮
氏
（
南
海
大
学
歴
史
系
教
授
）

笠
原
十
九
氏
（
宇
都
宮
大
学
教
授
）

。
社
研
グ
ル
ー
プ
研
究
「
一
九
三

O
J
一
九
五

0
年
代
の
思
想
的
・

文
化
的
・
政
治
的
研
究
」

G
ハ
策
滞
幸
二
所
員
代
表
〉
と
の
共
催
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同
特
別
・
合
宿
集
中
研
究
会

山
特
別
研
究
会

一
九
八
九
年
が
社
会
科
学
研
究
所
創
立
四
十
周
年
に
あ
た
る
の
を
記

念
し
て
「
四
十
周
年
記
念
集
会
｜
研
究
会
と
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を
開
催

し
、
そ
の
た
め
恒
例
の
夏
季
合
宿
集
中
研
究
会
を
中
止
し
た
。
ま
た
、

中
東
湾
岸
危
機
か
ら
み
、
学
生
の
拳
加
を
対
象
に
、
六
研
究
所
共
催

で、
．
「
公
開
学
術
シ
シ
ポ
ジ
ク
ム
」
を
開
催
し
た
。

イ
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
四
十
周
年
記
念
集
会

七
月
七
日
ハ
土
〉
一
時

t神
田
校
舎
U
A会
議
室

テ
！
？
「
内
悶
義
彦
が
遺
し
た
も
の
」

報
告
者
士
口
浮
芳
樹
所
員
「
内
国
義
彦
の
学
問
世
界
l
，
日
本
か

ら
日
本
へ
d

の
経
済
学
史
研
究
」

長
幸
男
所
外
研
究
員
「
内
田
義
彦
と
日
本
の
経
済
思
想

像」小
沼
竪
苛
所
員
「
社
会
主
義
と
市
民
社
会
｜
内
田
義
彦



の
所
説
に
触
れ
て

l
」

司
会
常
行
敏
夫
所
員

ロ
公
開
学
術
シ
ジ
ポ
ジ
ク
ム

十
月
三
十
一
日
（
水
）
二
時
四
十
分

t
生
田
校
舎
三
号
館
三
三
一
号

教
室テ

1
7

講

師

「
中
東
と
憲
法
問
題
」

福
島
新
吾
所
員

古
川
純
所
員

。
法
学
研
究
所
、
経
営
研
究
所
、
会
計
学
研
究
所
、
人
文
科
学
研
究

所
、
商
学
研
究
所
と
の
共
催

凶
春
季
合
宿
集
中
研
究
会
｜
社
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
と
共
催

三
月
一
目
上
越
市
の
ジ
エ
ネ
ラ
ル
・
オ
プ
ず
ベ
イ
シ
ョ
シ

報
告
者
市
役
所
商
工
観
光
課
係
長
他

テ
1
7

「
上
越
市
直
江
津
地
区
の
産
業
の
展
開
」

三
月
二
日
工
場
調
査
｜
直
江
津
テ
ク
ノ
セ
シ
タ

l
、
化
成
直
江

律
、
新
潟
沖
霞
気
、
エ
ム
イ
l
シ
1
ア
ロ
イ
、
日
本
ス
テ
シ
レ
ス
直
江

禄
製
造
所

伺

グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

報

一
九
九
0
年
度
は
下
記
の
六
件
（
凶
J
附
）
を
継
統
合し
て
助
成
し
、

新
た
に
二
件
（

m
t附
）
に
助
成
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
助
成
A
で、

助
成
額
は
五
十
万
円
と
し
た
。
な
お
、
研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
の
〆
シ
パ
ー
の
う
ち
、
一
人
以
上
の
所
員
が
当
該
グ
ル
ー
プ
の

所

定
め
た
共
通
テ
1
マ
に
関
連
す
る
個
別
テ
l
マ
で
、
本
研
究
所
が
指
定

も
し
く
は
承
認
し
た
発
表
機
関
誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課

さ
れ
て
い
る
。

山
「
国
際
化
と
日
本
の
経
済
と
社
会
」
（
旧
年
度
発
足
、
以
下
同

じ）（
鶴
田
〈
責
〉
・
玉
垣
・
吉
岡
＊
・
正
村
・
吉
家
・
宮
下
・
松
田

・
中
島
・
八
林
・
原
因
・
宮
本
・
野
口
の
十
三
所
員
＊
初
年
度

海
外
留
学
中
）

間
『
経
営
シ
ス
テ
ム
の
国
際
比
較
」

（
赤
羽
〈
責
〉
・
儀
我
＊
・
大
西
・
奥
村
・
黒
川
・
抑
・
伊
吹
の

七
所
員
＊
研
究
参
与
）

間
「
産
業
と
地
域
l
w年
代
の
企
業
・
労
働
者
・
地
域
社
会
｜
」

〈
柴
田
〈
責
〉
・
大
西
・
赤
羽
a
福
島
（
義
）
・
広
田
・
黒
田
の

六
所
員
）

凶
「
巨
大
産
業
企
業
の
事
業
構
造
転
換
ハ
日
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ジ

グ
）
と
地
織
経
済
」

〈
構
図
〈
責
〉
・
伊
東
・
泉
（
武
）
・
桜
井
・
田
口
の
五
所
員
）

問
，
「
経
済
統
計
の
諸
課
題
と
国
民
経
済
計
算
」

ハ
作
間
〈
責
〉
・
佐
藤
ハ
博
〉
・
平
川
・
黒
川
・
松
田
・
回
路
＊

の
六
所
員
＊
研
究
怠
与
〉

「
ガ
ン
ト
リ
l
・
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
｜
国
家
の
自
由
度
・
安

定
度
調
査
」
門
別
年
度
発
足
）

（
古
川
〈
責
〉
・
小
林
ハ
直
〉
＊
・
隅
野
・
小
沼
・
石
村
・
大
浜
・

(6) 

31.3. 



(7) 

森
川
・
内
藤
〈
光
〉
の
八
所
員
＊
圏
内
留
学
中
〉

「
フ
ェ
ル
ナ
Y
H
プ
ロ

1
デ
ル
と
世
界
経
済
」
（
初
年
度
発
足
、

以
下
同
じ
）

（
常
行
〈
資
〉
・
大
庭
・
作
間
・
福
島
（
義
）
・
村
上
・
望
月

（
清
）
・
八
林
・
松
浦
の
八
所
員
）

「
一
九
三

0
1
一
九
五

0
年
代
の
思
想
的
・
文
化
的
・
政
治
的
研

究」（
祭
浮
〈
責
〉
・
大
谷
・
深
沢
・
佐
藤
〈
恭
）

六
所
員
）

(8) 

・
広
瀬
・
伊
吹
の

同

個
人
研
究
助
成

一
九
九
0
年
度
は
次
の
四
件
に
対
す
る
助
成
が
行
わ
れ
、
助
成
金
額

は
十
五
万
円
と
じ
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
助
成
に
対
し
て
は
、
交
付
年

度
よ
り
起
算
し
て
原
則
と
し
て
三
年
以
内
に
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し

く
は
承
認
し
た
発
表
機
関
誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
。

山
青
木
信
治
所
員
「
財
政
根
拠
論
の
展
開
」

凶
黒
川
保
美
所
員
「
社
会
関
連
会
計
情
報
の
開
示
」

間
小
林
弘
和
所
員
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
財
政
計
画
の
あ
り
方
に

関
す
る
調
査
研
究
」

凶
広
田
康
生
所
員
「
首
都
圏
郊
外
都
市
に
お
け
る
機
能
変
化
と
生
活
世

界
の
変
容
l
脇
村
に
多
摩
市
に
お
け
る
実
態
調
査
を
中
心
に
し
て

l
」

ニ
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』

行

，az 

の

刊

幻

一
九
九
O
年
は
三
一
八
号
か
ら
三
二
九
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。
な

お
、
佐
藤
印
刷
側
と
の
印
刷
契
約
を
一
九
八
九
年
四
月
か
ら
自
動
延
長

扱
い
と
し
て
い
る
。

＝
二
八
号
ハ
一
九
九
O
年
一
月
）

樋
口
淳
、
南
富
鎮
、
金
美
栄
「
韓
国
の
村
と
昔
語
り
」

＝
二
九
号
（
一
九
九
O
年
二
月
）

佐
藤
経
明
「

y
連
・
東
欧
の
政
治
・
経
済
改
革
」

笠
原
清
志
「
東
欧
に
お
け
る
変
革
の
新
段
階
｜
苦
悩
続
く
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
場
合
」

三
二

O
号
三
九
九
O
年
三
月
）

溝
田
誠
五
ロ
「
関
連
・
非
関
連
製
品
多
角
化
と
事
業
部
制
組
織
の
導
入

｜
戦
後
造
船
経
営
史
問

l
」

＝
＝
二
号
こ
九
九
O
年
四
月
）

鈴
木
直
次
「
わ
が
国
自
動
車
企
業
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
現
地
生
産

ハ下）」三
二
二
号
ハ
一
九
九
O
年
五
月
〉

内
田
弘
「
初
期
マ
ル
ク
ス
の
『
社
会
的
諸
個
人
』
把
短
」

池
尾
愛
子
「
平
井
俊
顕
氏
の
リ
ジ
ョ
イ
Y
ダ
ー
に
反
論
す
る
」

三
二
三
号
ハ
一
九
九
O
年
六
月
）



凌
星
光
「
六
・
四
天
安
門
事
件
と
中
国
民
主
化
の
展
望
」

池
田
博
行
「
〈
研
究
ノ
！
ト
〉
下
心
あ
れ
ば
こ
そ
、
疑
心
暗
鬼
」

三
二
四
号
（
一
九
九
O
年
七
月
）

山
田
節
男
「
情
報
構
造
と
マ
ク
ロ
合
理
的
期
待
モ
デ
ル
」

三
二
五
号
（
一
九
九
O
年
八
月
）

水
川
僑
「
英
国
自
動
車
工
業
に
お
け
る
製
造
差
別
型
寡
占
体
制
の
成

立
凶
」三

二
六
号
〈
一
九
九
O
年
九
月
）

石
村
修
、
木
幡
文
徳
、
古
川
純
「
タ
イ
・
ス
タ
デ
ィ

I
ツ
ア
ー
ー
開

発
と
人
権
」

，

三
二
七
号
（
一
九
九

O
年
十
月
）

斎
藤
秋
男
「
〈
学
術
交
流
ノ
l
ト〉

W
年
代
・
中
国
グ
左
逮
d

東
京

支
部
の
活
動
1
林
煉
平
教
授
来
日
の
記
録
｜
」

大
谷
正
「
関
妃
殺
害
事
件
に
関
す
る
コ
ッ
カ

Dhp
の
通
信
」

三
二
八
号
（
一
九
九
O
年
十
一
月
）

赤
羽
新
太
郎
ご
九
八

0
年
代
に
お
け
る
現
代
日
本
企
業
の
国
際
化

に
関
す
る
一
考
察
」

三
二
九
号
〈
一
九
九
O
年
十
二
月
）

吉
岡
怪
明
「
技
術
革
新
と
市
場
構
造
｜
理
論
的
な
問
題
点
」

報所

四

そ
の
他
の
活
動

付

文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

－
文
献
、
資
料
の
収
集

所
員
の
希
望
を
も
と
に
統
計
資
料
を
中
心
に
文
献
、
資
料
の
購
入
・

収
集
を
行
っ
て
い
る
。
平
館
利
雄
研
究
参
与
か
ら
多
数
の
ソ
速
関
係
文

献
の
寄
贈
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

購
入
の
一
例
を
掲
げ
る
と

ω
『
西
洋
思
想
大
事
典
』
第
一

J
四
巻

ω
＝
司
白
＝
－
〉

ω白
ヨ

zoroロ
の
円

E
g－
〉

a
m
gヨ
巾
ロ
ペ
・
〈
。
－

H
J

A
H
 

川叫べ附

『
日
米
国
際
産
業
関
連
表
』
一
九
八
五
年

＝
ω
g
Z
M同
庁
白
－
〉

σ
2
5
a
o『同
Z
Cロ
p
a
ω
円
曲
丹
市
♂

5
8
3

2

文
献
資
料
の
整
理

収
集
し
た
文
献
の
登
録
（
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成
・
個
人
研
究
助
成
な

ど
で
購
入
し
た
文
献
を
含
む
）
と
、
雑
誌
の
製
本
を
行
っ
て
い
る
。

口

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
利
用

以
下
の
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
。

一
太
郎
作
成
ツ
ー
ル
ハ
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
一
太
郎
で
数
式
を
書
く
た

め
の
ソ
フ
ト
）

1 

315 



エ
コ
ノ
メ
イ
ト
マ
ク
ロ
経
済
モ
デ
ル
九

O
年
版
（
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
最

新
版
〉エ

コ
ノ
メ
イ
ト
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
九

O
年
版
（
デ
1
タ
最
新

版〉
ア
シ
ス
ト
カ
ル
ク
ハ
表
計
算
ソ
フ
ト
〉

2

以
下
の
講
習
会
を
実
施
し
た
。

ω六
月
十
三
日
（
水
〉
一
時
J
生
田
社
研

石
塚
良
次
所
員
「
パ

y
ヨ
シ
入
門
」
（
P
C
9
8
0
0
の
使
い
方
〉

凶
十
月
二
十
日
（
水
〉
一
時

t
生
田
社
研

石
塚
良
次
所
員
「
パ

y
コ
y
入
門
」
（
ロ

l
タ
ス

1
1
2
1
3）

（
泉
武
夫
記
）
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